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ツーリズムとは 

旅行を表す英語には、「tour」「travel」「journey」「trip」があります。それぞれの語源から元々の意味

を探ってみます。 

tour の語源は、ギリシア語の tornos（トルノス）で、円を描く大工道具（コンパス）のことでした。回転

する（させる）という英語の turn（ターン）と同じ語源です。円は、ある場所から出発しても必ず元に戻るの

で、tour は周遊の意味を持っています。 

travel の語源は、フランス語の travail（トラヴァイユ：仕事）で、travail の語源は、

ラテン語の trepalium（トレパリウム）で、tres（３つ）-palus（棒）、3 つの棒によ

る拷問器具だったようです。（wikipedia english 版より）。これが奴隷の責め具などに

使われ、仕事や骨折りという意味に転じた。travel は骨が折れるものだったようです。

英語の travel は、ある地点から別の地点まで移動するときに使われます。 

journey の語源は、ラテン語の diurnus（ジャーナス：一日の）です。これがフラン

ス語で journeeになり、一日分の労働や一日分の移動を意味しました。journal（日

誌）、jounalist（ジャーナリスト）も同じ語源です。英語では、移動の期間を表すときに journey を使いま

す。 

trip の語源は、フランス語の triper（跳ね回る）で、triper の語源は、trippen（軽く跳びながら進む）ー

der（踏む）です。つまり、軽く跳び跳ねながら進むことです。英語の trip は、ちょっとひと足、短い期間でど

こかまで行くときに使われます。 

 

一方、日本の「観光」は、明治末期に外来した tourismの和訳とされている。語源は、中国の儒教経典のひ

とつ「易経」の中の「觀國之光（国の光を観る）」とされます。そこで、日本の「観光」の概念は tourismと

比べて狭く捉えられ、いまだに定義されていません。 

 

世界観光機関（ＵＮＷＴＯ）は、「ツーリズムは、継続して１年を超えない期間で、レジャー、ビジネス、

その他の目的で日常生活圏外の場所を訪れ、そこで滞在する人々の諸活動であって、旅行・滞在先で報酬を得

ることを目的とする活動を除くものからなる」としています。具体的には、レジャー・レクリエーション・休

養・鑑賞・見物・友人親戚訪問・業務出張・会議出席・展示会・視察・治療・健康診断・温泉療法・美容外

科・宗教行事参列・巡礼・交流活動・語学研修・ボランティア活動・合宿・キャンプなどになります。日本で

は「観光」より、「旅行」の意味により近いものになります。 
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疑似イベント（観光における作りものと本物感） 

 

 観光分野において本物（オーセンティシティ）はいわゆる、「作りもの」の対照的なものとして捉えられ

てきました。アメリカの文明史家ブーアスティンはメディアによるイメージの大量生産は、われわれの想像力

にも真実らしさの観念にも決定的影響を及ぼしたとして、大衆の欲望にあわせてメディアが製造する「事実・

本物」のことを「疑似イベント」と呼んでいます。 

 

例えば、疑似イベント化された社会では、旅行者は「現実によってイメージを確かめるのではなく、イメー

ジによって現実を確かめるために旅行する」。「旅行はガイドや雑誌、テレビからの情報によって、人々はす

でに旅行先についてのイメージを持っており、それをアリバイ的に確認するために旅に出かけるのである。こ

のとき、観光地のほうでもそうしたメディアの表象にあわせて土地の風景を変えていくという反転した状況が

生じる。このような倒錯した関係が、広告や都市、政治的事件から有名人までのさまざまな社会領域で同時に

生じている」としました。 

ブーアスティンはまた、観光客を標的にしたアトラクションは例外なく人為的で擬似イベントの様相を呈し

ているとし、本来あるべき場所から運び出された文化的産物の集積所という意味では、美術館もその一例だと

述べています。 

  

美術館に焦点を当ててみます。徳島県鳴門市の大塚国際美術館は、名画 1000 点を陶板で再現しておりいわ

ゆる「作りもの」が展示されています。にもかかわらず、2018年度は 42 万人もの入館者が訪れました（参

考：岡山県立美術館 16万人、香川県立ミュージアム 10万人、愛媛県立美術館 37 万人、高知県立美術館 15

万人、徳島県立近代美術館 9 万人） 

これは、観光客の全てが必ずしも歴史的ないし芸術的に本物という意味でのオーセンティシティ（本物）を

求めているわけではなく、たとえ「作りもの」や「擬似的な体験」であったとしても多くの観光客がそれに満

足していることを表しています。このように、「本物感」とは変化する概念で、重要なのは受け手にとって

「本物」に映るかどうかです。 

 

 こうした視点を踏まえると、観光資源自体が本物かどうかよりも、観光客がそれをどのように捉えているか

のほうが重要になってきます。インバウンドにしても日本文化に精通し「ほんもの」を知っている外国人を除

けば、本物よりも本物感という視点に立って観光資源を捉えていくほうが現実的です。 

 

現代のツーリズム・ビジネスにおいては、地域の様々な環境、製品、サービスと、観光客が期待するイメー

ジとが一貫していて、かつ一致していると観光客に認識されたときにはじめて「本物」になるということで

す。 
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マスツーリズムとニュー・ツーリズム 

 

 1960 年代以降の大量生産・大量消費時代を背景に「観光」が商品化され一般大衆化しました。これをマ

スツーリズムと呼びます。観光事業者らが企画制作した団体旅行や、パッケージツアーなどの観光商品を消費

者が消費します。商品は、都会の消費者に対しては地方の風景・史跡めぐり、地方の消費者に対しては都会の

風景・文化などを「観光」の対象としていました。観光資源のある「秘境」まで道路を通し巨大な宿泊施設を

建てる開発が行われ、自然・文化財・景観の破壊などが顕著になり社会問題化しました。 

 

これを受けて、1970 年代に入ると観光地の維持とゲストとホストの関係改善を目指すオルタナティブ・ツ

ーリズムが提唱されました。「異なったコミュニティの人たちの間で行われる相互理解、連帯性、平等を志

向」しています。具体的には、地元の人が宿泊施設の運営に直接関わり地元の人がそこで働き、旅行者とコミ

ュニケーションをとるといった形です。 

また、1989 年に観光者が自身の興味や関心に沿って、主体的に行先や観光内容を決定する、ニュー・ツー

リズム（狭義）が観光学者プーンによって提唱されました。これは、旅行形態が団体ではなく個人あるいは小

グループで、個人・グループの知的関心や趣味に基づいて旅行先を決めるという、マスツーリズムと対極する

旅行形態です。 

 

一方、マスツーリズムの環境破壊問題に対して、サスティナブル（持続可能な）な、いわゆる、旅行者受け

入れによる環境負荷を低くするグリーン・ツーリズムやアグリ・ツーリズム、エコ・ツーリズムなどを含んだ

旅行形態が新しく生まれました。 

そして、旅行客受入先の地元が、地元主体で旅行商品やイベント企画を行う着地型観光が行われました。こ

れは、都市部の観光ニーズをもとに開発される従来の観光商品＝発地型観光とは異なる観光で、特にインバウ

ンドにおいて地方の活性化とともに地方誘致促進に効果があるとし、国交省・観光庁なども力を入れるように

なりました。 

 

現在の日本では「ニュー・ツーリズム」を、狭義のニュー・ツーリズム、サスティナブル観光、着地型観光

など「新しい旅行」の総称として使用しています。観光庁も「ニュー・ツーリズム」を推進しており、行政用

語としての意味合いも強くなっています。 

 

 

 

大橋昭一（2013）「観光学のあり方を求めてー現状と展望」『観光学評論 vol.1-1(2013)pp.5-17』 

小長谷一之・竹田義則（2011）「観光まちづくりにおける新しい概念・観光要素/リーダーモデルについて」『大阪観光大学

観光学研究所年報観光研究論集第 10 号』 

文化庁 「公立博物館における来館者数の状況について」（令和元年 10 月） 
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戦前戦後・日本の観光の歴史 

（戦前の動き） 

1912 年 外貨獲得のため、外国人旅客の誘致接遇を業務とする「ジャパン・ツーリスト・ビューロー」が開設された。 

1930 年 国際観光局を設立し日本の紹介を始めた。ビューローは訪日外国人と日本人旅行者の斡旋を行う。 

1930 年代 日本国有鉄道（元 JR）は、団体旅行の募集をビューローに業務委託。ビューローは全国に支部を設立した。 

1942 年 ビューローは東亜旅行社に改称し、国鉄は人員不足のため、全ての団体券、回数券、定期券販売を東亜旅行者

に業務委託。その後、各種切符・旅館券の発行・団体旅行募集・外国人旅行斡旋などを独占する。 

（戦後の動き） 

1945 年 戦後、東亜旅行社は財団法人日本交通公社として再出発。進駐軍の斡旋と帰還、引揚者の斡旋を行う。経済の

復興と共に町内の団体旅行、買い出し旅行、児童の修学旅行、慰安旅行などが行われるようになった。 

1951 年 5 月の連休に映画が大ヒットしたことから、映画会社（大映）が映画の宣伝ために「ゴールデンウィーク」と

いう言葉を創作した。この時代が映画の黄金期だった。 

1955 年 国鉄が指定地域の周遊割引の販売を開始。海水浴やスキー旅行が人気になった。 

1964 年 東京オリンピック開催のため、名神高速道路、東海道新幹線を開通させ、ホテルの改善が行われた。これに先

立ち、日本航空の太平洋線と国内線にジャンボジェット機が就航された。政府関係・業務・留学に限定されて

いた海外渡航が「年１回、外貨持ち出し 500 ドルまで」の制限付きで自由化された。これを受け日本航空は

「ジャルパック」を発売。日本交通公社（現 JTB）は前年に民営化。 

＜旅行会社や交通運輸会社が観光商品を開発し販売する「発地型観光」が主となる＞ 

1970 年 日本万国博覧会（大阪万博）開催。183 日間の期間で 6400 万人の集客をした。 

国鉄が「ディスカバー・ジャパン・キャンペーン」プロモーションを展開し、個人旅行拡大キャンペーンを実

施。これにより、団体旅行が主だった旅行形態を個人旅行に向けさせた。 

1970 年代 70 年、71 年に創刊された女性雑誌「an・an」「non-no」が各地の町並み、宿場をモデルを使って紹介す

ると若い女性が個人旅行を行う「アンノン族」が誕生した。これにより、各観光地は若い女性をターゲットと

した街づくりを意識するようになる。 

国鉄は、78 年に女性をターゲットした「いい日旅立ち」キャンペーンを行う。 

1980 年代 雑誌記事や書籍などから、全国の秘湯や露店風呂を訪ねる「温泉ブーム」が起こる。主役は若い OL 層や女子

大生で、少人数のグループで温泉地を訪れた。各観光地は若い女性をターゲットとした街づくりを意識するよ

うになる。 

1983 年 東京ディズニーランド・長崎オランダ村開園。バブル期とあいまって、ホテル・旅館の開業が相次いだ。 

1990 年代 バブル崩壊後、体力を失った地方自治体に変わり、地域住民や地元企業からなる地域コミュニティが地域資源

を発掘創造する「まちおこし」を行う。 

＜観光や旅行先（着地点）が旅行商品を開発し発振する「着地型観光」が活発になる＞ 

2000 年代 格安航空会社が大手航空会社の半額で就航。交通手段や宿泊予約をインターネットで行うオンライン予約が普

及。 

2010 年代 SNS の普及で、個人による旅行の受発信が可能になり、観光客が旅行消費者だけでなく情報発信媒体として大

きな影響を持ってくる。 
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ニュー・ツーリズムの特性 

 観光庁では、2016 年より「観光地域づくり」として、ニュー・ツーリズムを捉えています。目的は、「国

内外の観光客が全国各地を訪れる動機を与えるため、特定の観光資源に魅せられて日本各地を訪れる『テーマ

別観光』のモデルケースの形成を促進し、地方誘客を図る。」としています。 

 ニュー・ツーリズムを展開することで、「特定のテーマに関心の高い旅行者にとって、より魅力的な旅行を

享受」でき、「地域においては旅行者の複数地域への来訪需要を創出、地域間で課題や成功事例を共有するこ

とで効果的な観光振興策を推進」できるとしています。 

 

 これまで、「エコ・ツーリズム」「街道観光」「酒蔵・ツーリズム」「社寺観光」「明治日本の産業革命遺

産」「ロケ・ツーリズム」「古民家等の歴史的資源」「日本巡礼文化発祥の道」「アニメ・ツーリズム」「サ

イクル・ツーリズム」「全国ご当地マラソン」「忍者ツーリズム」「百年料亭」「Industrial Study 

Tourism」「ONSEN・ガストロノミーツーリズム」「郷土食探訪～フード・ツーリズム」「宙ツーリズム」

を支援しています。 

 

１「特定のテーマに関心の高い旅行者にとって、より魅力的な旅行を享受」 

 ニュー・ツーリズムは、観光の目的や目的地、観光内容がマス・ツーリズムと比べかなり限定的で、個人や

小規模グループで行動するのが基本になっています。 

 

２「地域においては旅行者の複数地域への来訪需要を創出」 

 ニュー・ツーリズムを展開する地域ネットワークを構築し周遊性を確保することで、地域セットとして効率

よく誘致を図ることができます。 

 

３「新しい観光コンテンツの開発」 

 観光がいわゆる物見遊山やショッピング型から、「体験」「感動」「共有」することに価値を見出すことに

変化しています。この変化に対応した観光コンテンツを開発提供していくことが求められています。 
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エコ・ツーリズム 

環境省では、「エコツーリズムとは、地域ぐるみで自然環境や歴史文化など、地域固有の魅力を観光客に伝

えることにより、その価値や大切さが理解され、保全につながっていくことを目指していく仕組みです。観光

客に地域の資源を伝えることによって、地域の住民も自分たちの資源の価値を再認識し、地域の観光のオリジ

ナリティが高まり、活性化させるだけでなく、地域のこのような一連の取り組みによって地域社会そのものが

活性化されていくと考えられます。」としています。 

 

エコツーリズムの推進のため制定された「エコツーリズム推進法」は、地域でエコツーリズムに取り組む総

合的な枠組みを定めた法律で平成 19 年 6 月に成立しました。 エコツーリズムを通して、自然環境を保全し、

後世に伝えていくことを目的としており、自然公園など、法律によって保護されている地域以外でも関係者間

の合意によって立ち入り人数の制限や、罰則の伴うルールを設けることができます。法律では、「自然環境の

保全」「観光振興」「地域振興」「環境教育の場としての活用」の 4 つを実現させることを基本理念としてい

ます。 

 

エコツーリズム推進法で全体構想が認定された団体一覧 

2009 年 飯能市エコツーリズム推進協議会 

2012 年 渡嘉敷村及び座間味村エコツーリズム推進協議会 

2012 年 谷川岳エコツーリズム推進協議会 

2014 年 鳥羽市エコツーリズム推進協議会 

2014 年 名張市エコツーリズム推進協議会 

2014 年 南丹市美山エコツーリズム推進協議会 

2016 年 小笠原エコツーリズム推進協議会 

2016 年 てしかがえこまち推進協議会 

2017 年 上市まちのわ推進協議会 

2017 年 愛媛県石鎚山系エコツーリズム推進協議会 

2017 年 串間エコツーリズム推進協議会 

2017 年 奄美諸島エコツーリズム推進協議会 

2018 年 檜原村エコツーリズム推進協議会 

2018 年 下呂市エコツーリズム推進協議会 

2018 年 赤城山エコツーリズム推進協議会 

2019 年 阿蘇ジオパーク推進協議会 

2019 年 吉野川紀の川源流エコツーリズム推進協議会 
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